
　 妙正寺川護岸に水位テレメーターと
　 サイレンを増設
昨年の9・4水害の再発防止対策として、水位テレメーターと
サイレンの増設を補正予算で実現しました。

　 浸水防止の緊急対策として
　 中野水再生センターに6000tの雨水を貯蓄
上落合中央町会の皆さんと、集中豪雨の緊急対応策を都に
申し入れ。「中野水再生センター」に6,000ｔの雨水の貯留
をするとの回答。

　 第二妙正寺幹線がいよいよ明年完成へ
2000年に策定された「雨水整備クイックプラン」の
最終工事の、“第二妙正寺川幹線（約8,000tの貯留機能）”
がいよいよ明年完成へ。

　 ブックスタート事業を本年4月から本格実施
乳幼児健診時に、絵本の読み聞かせを通して、赤ちゃんの
心を育てる事業を実現。

　 都バス“南長崎三丁目”の停留所が新設
区間距離の長かった「南長崎二丁目」と「落合南長崎駅前」
の間に、新設の停留所を設置しました。

　 　 中井・落合南長崎駅に駐輪場の設置
西武中井駅、大江戸線落合南長崎駅前に、それぞれ駐輪場
設置。長年の課題が解決へ。

暮らしを守る！
あなたの声が私の活力です

お問い合わせ・ご相談はお気軽に あかばつや子 新宿区議会公明党 控室
電話03-5273-355203-3366-0164電話・FAX
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　今年は、地方自治制度が発足して６０年、そして新宿区が成立し

て６０周年の記念すべき年です。こうした折、地方分権改革推進法

が成立し、地方分権改革は新たな段階を迎えました。

　しかしながら、改革の行方は混沌としています。国と自治体の役

割分担はどうあるべきかの議論がないままに、国の財政再建が重

視された改革が進められるならば、真の自治の確立はおぼつかない

ものになります。

　高齢者や障害者の福祉、子育てや教育、まちづくりなど人々の

暮らしを支える公共サービスを創り出すのは自治体の現場です。公

明党の皆さん方は、この自治の現場から政策を生み出し実現させ

てきた実績と能力があります。

　今、分権改革は大きな岐路に立っています。自治体は国を構成

する一地方の道を歩むのか、それとも人々の暮らしに立脚した真の

自治を実現する要となるのか、自治体の行く末を決めるうえで、私は、

公明党の皆さん方の支援に強く期待しています。

公明党に期待します
新宿区長　中山弘子


